

１　あんパンを売っている店があります。きのうは５０こ、今日は４５こ売れました。あんパンは１こ１２０円です。
　　きのうの方が何円多く売れたでしょう。
この問題を、ゆう子さんは次のように式を立てて解きました。
　　１２０　×　５０　＝　６０００　・・・（１）
　　１２０　×　４５　＝　５４００　

　　６０００　－　５４００＝　６００・・・（２）
①（１）の式は、何を求める式ですか。

②（２）の式は、何を求める式ですか。

　この問題を、あきらさんは『売れた数のちがい』に目をつけて解きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・（３）　　　　
　　　　１２０　×　５　＝　６００
③（３）にはどのような式が入るでしょう。

領域：「数と計算」

　単元：「式と計算」

　評価の観点：
出題の趣旨：・「１こあたりの代金」から「全体の代金」を求めることができるかをみる
　　　　　　・問題に応じて、いろいろな考え方ができるかをみる
解答： ①きのう売れたあんパンの代金
　　 　　②きのうと今日の売れた代金のちがい
　　　 　③　５０　－　４５　＝　５
２　スーパー大阪となにわ商店では、どちらも９８円でチョコレートを売っています。先週、スーパー大阪では８３個が売れ、なにわ商店では８６２４円分売れたそうです。
　　どちらの店が、多く売れたでしょう。


領域：「数と計算」

　単元：「式と計算」

　評価の観点：
出題の趣旨：・「１あたりの数」「いくつ分」「全部の数」の関係を理解しているかをみる

解答：９８　×　８３　＝　８１３４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なにわ商店の方が多く売れた

　別解：８６２４　÷　９８　＝　８８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なにわ商店の方が多く売れた

【 小学校算数・単元別問題 】
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